
釧路ロータリークラブ会報
2020-2021年度

第　 回例会
（通算　　  回）
23
3617

2021.2.25（木)

Rotary International District 2500

会長スローガン『Together! 次世代へ共に築こうロータリー！』 

第84代会長　舟木　　博
副　会　長　土橋　賢一
幹　　　事　荒井　　剛
編集責任者　クラブ会報雑誌委員会

例会日　毎週木曜日 12:30 ～ 13:30　夜間例会 18:00
例会場　釧路センチュリーキャッスルホテル
事務局　釧路市錦町 5-3 三ッ輪ビル 2F
　　　　　0154-24-0860　　　0154-24-0411

2020-2021 年度
国際ロータリーテーマ

2020-2021 年度
RI 会長  ホルガー・クナーク

第 2500 地区ガバナー
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ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 会員卓話「三都物語　経済圏から見る釧路・帯広・函館」（担当：プログラム委員会）
講師例会「税のよもやま話」（担当：プログラム委員会）
平和と紛争予防／紛争解決月間

■ロータリーソング：「奉仕の理想」　　■ソングリーダー：杉浦　裕之君
■会員数　  98 名
■ビジター　なし
■ゲスト　　釧路税務署　署長　草地　裕志様、　同　総務課　課長補佐　佐藤　嘉一様
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　　　　　　　　　　　土橋　賢一副会長
　毎回お願いごとば
かりで心苦しいので
すが、少々お時間を
いただきます。
「例会の運営につい
て」でございますが、
昨年の 12月から約
２カ月間例会を開け

ていない状態から、先週より例会を再開した件につき
まして、もう少し丁寧に皆さんにご説明させていただ
きたいと思います。
　少しずつではありますが、コロナの感染者の数が下
がってきている中で、どうすれば例会を再開できるか
と理事会で話し合いました。まずは、円卓から学校方
式に変え、本当は一人一卓のスペースが良いのでしょ
うが、面積の都合もありますので真ん中をパーティ
ションで区切って席を確保しております。またマスク
は必着。消毒も徹底していただくというお願いをして
いるところです。
ただ食事については「できるだけ会食を避けなければ
いけない」という現状の中、12時 30分からの例会
ですので、できるだけ短時間で例会を行う中、せめて
例会後にお弁当を提供するという決定をしたわけで

す。もちろんいつもお世話になっているホテルの事情
も考慮いたしました。
しかしながら、皆さんからお預かりしている会費で食
事の提供をしているわけですから、事前に弁当が必要
かどうかと聞いた上で用意をすることもいささか失礼
な話なのかもしれません。
　前回例会が終了してからこの会場で 10人ほどのメ
ンバーが食事をしてくださいました。「黙食で」とお
願いをしておいて言うのもなんなのですが、あんなに
静かな食事というものもなんだか凄く味気なく、喉の
通りは決して良いものではありませんでした。しかし
ながらしつこいですが、まだいまの段階では例会中の
食事は避けなければいけない時期と思っております。
　なんとか例会を続けたい一心でやっていることでは
ございますが、いろいろ皆さんに失礼とご不快な思い
をおかけしていることも事実だろうと思います。いま
はまだ先がはっきりとは見えておりませんが、今後コ
ロナも少しずつ今よりは減っていくでしょうから、タ
イムリーにとは行きませんが、順次例会のやり方につ
いても変化させていくつもりでありますので、皆さん
のご理解ご協力を重ねてお願いいたしたいと思いま
す。
以上です。

会長の時間



■ 本日のプログラム ■
『税のよもやま話』
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幹事報告　　荒井　　剛幹事
　２点ございます。先週もご紹介をさせていただきま
した。泉先生から寄贈をしていただきましたキャビ
ネットの件です。キャビネットは入口後方にございま
すが、ネームプレートを貼らせていただきましたので
ご確認いただければと思います。
　もう１点、２月４日に理事会を開きましたが、その
議事録が右手のホワイトボードに掲載されております
のでご確認いただければと思います。以上です。

プログラム委員会　中島　徳政委員長　
　本日、司会の横田さんが緊張をなさっているのは、
税務署の署長の講演ということでご緊張なさっている
のだとおもいますが、この後、税務署長様のご講話を
いただきます。
簡単ではございますが略歴をご紹介させていただきま
す。本日の講師は、釧路税務署長草地裕志様でござい
ます。草地署長におかれましては平成 25年 7月、札
幌国税局徴収部国税訟務官、裁判に関わるようなお仕
事だとお伺いしております。その後、平成 27年 7月、
札幌北税務署副署長、平成 29年７月、札幌国税局徴
収部主任国税訟務官、令和元年７月、根室税務署署長、
など数々の要職をされまして現在釧路税務署の署長に
就任なさっていただいております。
　本日は、『税のよもやま話』と題しまして署長より
ご講話をいただきたいと思います。皆さんよろしくお
願いします。
署長よろしくお願いいたします。

釧路税務署　署長　草地　裕志　様　
　　　　　　　ご講演（掲載割愛）

謝辞　土橋　賢一副会長
　一言お礼の言葉を申し上げます。本日はご多用の中、
草地署長様には『税のよもやま話』ということで大変
興味深い内容のお話を聞かせていただきましたことを
感謝申し上げます。
私は人一倍『酒税』だけはたくさん納めておる自負を
持っております。冗談はさておきまして、草地署長様
におかれましては、今後の益々のご活躍をメンバー一
同、心よりご祈念いたしております。
　本日は、大変ありがとうございました。皆さん、い
ま一度感謝の拍手をお願いいたします。

本日のニコニコ献金

■須藤　隆昭君 　「旅する鍼灸院」の本の寄付が北海道新聞に載せて頂きました。

今年度累計　　395,000 円　　


